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山梨県総合計画審議会第４回基幹産業発展部会 会議録 

 

 

１ 日 時  平成２９年１０月１８日（水） 午前１０時～正午 

 

２ 場 所  ホテル談露館「山脈」 

 

３ 出席者   

 ・ 委 員（５０音順、敬称略） 

石川 百合子 加藤 正芳  氣賀澤 望  木下 眞邦  清水 一彦 

進藤 中  立石 貴子  中込 裕   孕石 泰丈  樋口 雄一 

細田 幸次 

 

  ・ 県 側 

    総合政策部長  エネルギー局長 産業労働部長 企業局技監 

       （事務局：政策企画課）政策企画課長 政策主幹 

 

４ 傍聴者等の数 ２人 

 

５ 会議次第 

 （１） 開会 

 （２）  部会長あいさつ 

 （３）  総合政策部長あいさつ 

 （４）  議事 

 （５） 閉会 

 

６ 会議に付した議題（すべて公開） 

 （１） 平成２８年度ダイナミックやまなし総合計画の実施状況報告について 

（２） 平成２９年度県民意識調査結果（速報）ついて 

（３） 答申素案（骨子）について 

（４）その他 

 

７ 議事の概要 

 （１） 議題１、２、３について、資料により事務局及び部局長から説明し、次のとおり

意見交換を行った。 

 

（委員） 

全般に言えることかもしれないが、これは単年度であるが、例えば 5年後、10 年後、あ

るいは 50 年後というものを見据えた形が、どこかで考慮されているのかという点が少し不

安になった。例えばエネルギーであるが、太陽光発電。今はまばらに屋根に付いているが、

全戸に付いた時に景観的に一体どうなるのか。あるいはそれを寿命が来た時にリサイクル

とかリユースをすることが可能なのか。あるいは廃棄する時に手間が掛からないものなの

かとか、そういったことを考えていくと、単年度で少し上がったというよりも、10 年後を
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見据えたものだから今はこの程度となっているという説明のほうが一般の方たちに納得が

できるのではないかと思う。 

 

（エネルギー局長） 

昨年度、エネルギービジョンを作り、2030 年を目標とした様々な施策を展開している。

指摘があった太陽光の 10 キロワット未満、いわゆる家庭用の太陽光、これについて景観が

どうなのかということであったが、現状、経済産業省から認定をされている太陽光発電に

対して、設置数はすでに 92 パーセントに達している。先ほど申し上げたエネルギービジョ

ンは、もう少し多い量を設定はしているが、そういった景観の問題、特にこういった住宅

地、都市部の景観よりも山間地の景観、これがおそらく問題になってくるだろうと思う。

そのため、先ほど申し上げたとおり、ガイドラインを設定して、そういった太陽光発電施

設を避けるべきエリアだとか、設置するのに慎重なエリア、こういったものを設けて各事

業者に指導をしている。 

また、10 年後、20 年後というお話の中で廃棄をどうするのかということ。大変悩ましい

問題であり、今、国にそういった事業者、当然皆さんの電気料の中から付加金をいただき

ながらこの事業、太陽光発電をやっているので、そういった事業者に対して何らかの第三

者機関みたいなものを設け、基金のようなものを設けて、最終的な廃棄の時の、例えば倒

産も含めてそういった要望を組み入れて働き掛けております。まだまだいろんなことが想

定できるが、それらを想定しながら、事業者を指導したり、各市町村と連携して取り組ん

でいる。 

 

（総合政策部長） 

総合計画の期間が 5 年ということもあるので、この 5 年の中で目標設定をして、全ての

事業をそこで横ならびにしていくというものであるが、それぞれの事業については、今エ

ネルギー局長が申し上げたとおり、その個別の事業で中長期を目標に設定しているという

ものもある。この実施状況報告においては、同じ形で整理している。 

 

（委員） 

3 つほど質問をしたい。 

いろいろ県のほうでも、総合計画の、特にわれわれが望んでいるのは基幹産業であるが、

ここの進捗については相当一生懸命やっていただいている。 

それで、まず第一に評価したいのは、「やまなしパワー」がもうすでに 2年経つが、これ

は非常に有効的で、私ども個人的なところからいっても、いろいろなことを優遇的にする

と、既存の電力量の価格から 6 パーセントぐらい引いていただいている。ところが、われ

われ宮城県にも事業所が 3 つぐらいあり、ここも、背景には自由競争になってきたので、

いろんな売電という産業がかなり入ってきているのも追い風になっているわけであるが、

山梨のあり方というのを東京電力に説明したら、同じように引きましょうということで、6

パーセントぐらい引いてもらっている。だから県がやっている政策というのは日本の中で

も非常に早かったし、適確に使用電力を使うという意味においては良いことをやっている

が、さらにそれをもっと何か手があって、企業や県民にもっと有効的なことが、自由化と

いうことを踏まえればもっと行えることがあるのではないかということが一つ。 

先ほど、委員も話をしたが、太陽光発電については私どもも見ていて国内の太陽光の、

もうすでに製造会社というのはほとんど 100 パーセント撤退している。今後において、こ

れをまだ進捗する気があるのかどうかということであるが、従来の電力というのは 1 キロ

大体 15 円前後。最低でも 30 円近く掛かってしまう。福島の原発事故のあとは 45 円ぐらい

であった。これが 28 円で、全然価格からいくと合わないということと、もう一つは先ほど
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説明があったように、晴天でない時、あるいは夜は使えないという矛盾があり、おそらく

社会においてニーズが、採算が合わなくなった。国が保証している間は、補助してくれて

いる間は良かったが。実力という形でいけばということで、発電メーカーというのは、太

陽光発電の会社というのはほとんどもうゼロに等しい。ここの実態をどう見るかというこ

と。 

それともう一点。産業の、やはり基幹産業をもっと強化するという点において、いろい

ろ手を打っていただいている。先ほども説明があったように、産業支援機構や、あるいは

産業技術センターが様々な取り組みをして、持ち上げていただいている。もう一つ、産総

研との取り組みも、ここへ来てだいぶ踏み込んできていただいているため、この辺は取り

組み次第によれば新技術というものの取り込みができるということであり、むしろもっと

積極的に踏み込んで、人事交流もできるようなことにしていただきたいと思っている。 

もう一点は、人材の問題になるが、何をするにしても技術は勝手に動いているわけでは

なくて、技術力というのは人に付いてまわる。今、山梨県の産業人材の育成する原点にな

るのは山梨大学であり、あるいは産短大であり、幾つか教育機関はあるが、特に工学系の

ところの強化というのを自主的にやらないと。 

私は、これから変わろうとしている新技術というのが、第四次産業革命と言われて動き

出している中で、世界でも巨大な産業である自動車が大きな加速度で変わろうとしている。

レシプロエンジンがなくなって、EV で、バッテリーで動く。これはもうドイツもフラン

スもそういうふうになる。中国にいたっては、公害の問題でそれを使わざるを得ない。だ

から止めますということで動いている。 

日本の産業がどっと変わると、部品を作っているのはみな中堅中小企業なので、ここが

4 割ぐらい減ってしまう。大体 3 万点ある部品が 1 万 2 千点あれば電気自動車ができるの

で、おそらく家電メーカーが作るようなことになると思う。例えば、イギリスのダイソン

はもう作るとはっきり言っている。モーターのメーカーなので。ダイソンと聞くと、われ

われは掃除機というようなものを想定しているが、そのモーターを使ってバッテリーでで

きる自動車、EV を造ると。こうなると相当変わってくる。 

そのため、私も心配しているのは、今山梨県でも真剣に燃料電池に取り組んでいるが、

ここの組み方をどういうふうにするのかということと、もう一つは先ほど産業労働部長か

らも話があったように、全国的に新卒者が少なくなり、東京資本の大手の会社が山梨にブ

ースを持ってきて、人の採用をどんどん始めて来ている。そうすると、なかなか道筋が流

動化してしまい採れなくなる。そのため、地元における産業というのは、やはり産短大と

か、元々は知事も高専と言ったが、こういう高専的なものをもっと高めていただくような

ことをしないと、新しい山梨の産業構成をしていく上で非常にこれから難しさがあるので

はないか。様々な取り組みをしているが、もっと世の中の動きが加速的になってきている

ということを受け止めてもらいたいと思う。 

 

（産業労働部長） 

委員からエールをいただいたと感じている。 

まず、山梨産業支援機構、また産業技術センターなどの研究機関等については、行政と

しても連携をしっかり行って、その中から新しい技術や、新しい道筋なども含めて、企業

の皆様に提携できるように、今以上にしっかり取り組みたいと思っている。 

また、産業人材育成については、山梨大学、産短大、あと高専の問題や甲府工業の専攻

課程のということがあるが、産業労働部としては、今年度から産短大のあり方検討におい

てその辺りをしっかり強化していくということになっており、それはすぐというよりは、3

年、5 年後、どういう形で県内の工業系の人材育成に取り組むことが一番地場の企業の皆

様にとって有効になるのかということを踏まえて検討していく予定になっているので、ま
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たいろいろ業界の方々にはご協力をいただき、ご意見を賜ればありがたいと思っている。 

 

（企業局技監） 

山梨パワーについて評価していただき感謝する。やまなしパワーも平成 28 年から始めて、

昨年 1年目で、2年目に入っているところ。進捗状況も 80 数パーセントということで高い

率で進捗している。その中で、昨年 28 年度の状況について、供給先の企業を対象に、やま

なしパワーに対する意見、希望等のアンケート調査を実施し、今集計がまとまりつつある。

その中の意見、希望等も入れて、事業期間が 28、29、30 年なので、31 年以降どうしてい

くのか、まだ白紙の状態だが、東京電力と今検討、協議を続けている。そういう中で各企

業からの今後の要望、意見等を踏まえ、東京電力との確認を得て、発展的にやまなしパワ

ーを拡大していきたいと思っている。 

また、優秀な施策ということで、他県公営企業においても、同じような、やまなしパワ

ーのようなシステムを、今導入しつつある状況にある。そのような中で、続けて頑張って

いきたいと思う。 

 

（エネルギー局長） 

太陽光をどうしていくのかという委員からの指摘について。 

太陽光は、一つの再生可能エネルギーという位置付けで、国のエネルギーミックスの中

でも自然エネルギー、再生可能エネルギーの割合を 22、23 パーセントぐらいとして、国の

計画の中で予定している。太陽光だけではなく、バイオマスとか、水力、こういったもの

を含めてということであるが、そういった位置付けとなっている。 

先ほど冒頭申し上げたとおり、山梨県の太陽の日照時間が一番長いというところも含め

て、やはり再生エネルギーの中の太陽光発電というものにある一定程度頼っていかなけれ

ばならないと思っている。そういった中でご指摘のあったパネル業者が一部つぶれている

というようなお話もある。パネルも段々単価が下がってきているので、ご指摘のあった、

最初太陽光を始めた時は 42 円だったのに、今 29 円になっている。そのような状況のなか

で、ある一定程度太陽光は進めて行かなければならないということ。 

経産省から事業認定された事業者が実際に稼働しているか否かについて、未稼働が 72 パ

ーセント程度となっている。FIT 法も改正されたので、全ての事業者が太陽光を設置して

いくとは考えていないが、ただある一定事業者はそこで事業をしていくだろうということ

で、先ほど申し上げたガイドライン等を活用して、適切な設置だとか、その後の廃棄も含

めて維持管理、こういったことを指導していきたいと考えている。 

 

（委員） 

情報通信の立場から少しお話をさせていただきたいと思う。 

県民意識調査、非常に興味深く見させていただき、全体的には県民は非常に何か満足し

ているのかなと見える。自然環境についてとか、そういう意味では非常にいい県だなと。

この県に長く住んでいたいという気持ちが出ていると思う。それ以外に、そういう意味で

は県内に住んで、東京に仕事にもっと簡単に行ければいいのかなとか、いずれも交通機関

とかいろんなことが書いてあるが、全体的には非常に満足しているのかなという感じだと

は思う。 

情報通信の関係で言うと、今様々な県で誘致ということで、情報通信というのはインタ

ーネットの環境があれば実際どこでもできるので、山の中でもどこでも、田舎でも関係な

くできるというようなこともあって、あるいは面積が少なくて人を多く雇えるというメリ

ットもある。そのため、例えば多くの人を呼びたいという意味では、情報通信業というの

は非常に効果があると思う。特にコールセンターなんか非常に多くの人を雇うし、地元の
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雇用も増えると思っている。 

私は、様々な協会に入っているが、先日和歌山県に本社を移転した会社があり、そこで

その会社がぜひ皆さん、会社を見に来てくださいということで、和歌山へ飛行機で行かな

ければならない。県から飛行機代の補助が出るらしい。補助が出るので泊まりがけで来て

欲しいと。実際、その新しい本社をアピールするということに対して、われわれ協会の 50

人ぐらいで行ったが、行ってみて、そして県の担当者も来られていろいろご説明いただい

て、こんなにうまくいっているんですよみたいな話を聞くと、ああ、うちの会社も検討し

てみようかなみたいなところがある。これは、県の担当者が行って、東京でいろいろ説明

するより、非常に効果があるなと思った。 

補助と言っても 1 社あたり 5 千円だったが、山梨だったら 3 千円も出せば、あずさの代

金ぐらい出てしまうので。日本人の悪い特性なのかもしれないが、みんなで渡れば怖くな

い的な雰囲気があり、そんなことで非常に効果があるなという感じがした。 

空き家対策も結構大きな問題だと思うが、できればそういうものを利用させていただい

て、ネットを引いてちょっと整備すれば、例えば 10 人、20 人の雇用を引っ張ってくるこ

とが簡単にできると思う。いちいち本当に土地を整備して、建物を建てて、何千万、何億

と掛けるようなというのは、お互い厳しい部分があるので、そういう意味ではもっと頭を

使ってやれば。 

特に山梨は自然環境が非常にいい所なので、情報系では心の病の方も結構いらして、ど

っちかと言うと土いじりができながらソフトの作成ができたら嬉しいなとか、そんな話も

結構ある。心のメンテナンスが山梨に来るとできるじゃないかなと思う。 

和歌山でもやはりそういう話をしていた。ただ和歌山は飛行機で行かなきゃいけないの

で、そういう意味では非常に遠く、そんな所と比べたらもう絶対山梨はメリットがあるの

で、できればうまくそういう集団の人たちを連れてきて宣伝させる、バーベキューでちょ

っとご飯を食べて、それだけでももう 2、3社来たら良いので、1社 5千円なんて安いもの

で、本当に効果があるなという感じがした。 

ぜひ空き家対策も含めて、県内に人をいかに引っ張ってくるか。当然出ていくというこ

とについては、学生は一回出て行ってしまうのは仕方がないと思うが、多くの、逆に言え

ば入ってくる人をどれだけ増やすかという意味では、もう少し、今回ちょっと数字を見て

いたが、県内に誘致できないかなと思っている。 

 

（委員） 

先ほどの速報値でも 72 パーセントの県民が住みやすいという指摘があった。これは一昨

年、高校生 1 万 5 千人を調査した数字とほぼ同じ。高校生が将来にわたって山梨に住みた

いというのが、やはり 72 パーセントぐらいあったということである。幸福度の全国アンケ

ートでも山梨県は今 14 位であるようだ。自然とか、あるいはいろんな環境がいい、住みや

すいということだ。これからは、さらにヒト・モノ・カネの時代から情報、AI とか IoT と

か、そういう情報を使った働き方改革というのも今進められている。 

 

（総合政策部長） 

ただ今の委員の話は、人口問題、産業振興、それから空き家対策、さらには福祉問題と。

みんな絡み合った課題であろうと思っている。そういう直近で出てくる課題というのは、

私ども県の組織でも、それぞれのセクションでできる問題ではなくなってきていると感じ

ており、今の委員のお話もそうであるが、ただ産業労働部だけということでなくて、私ど

も人口問題を扱っている所だとか、先ほどの福祉保健部等々、まさにいろんな所で連携を

して取り組んでいく必要がある。知恵を出し合って取り組んでいく必要があるという認識

を持っている。ただ現状に甘んじているだけではなくて、山梨の良さをお伝えするという、
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より根本的な取り組みもしながら、県の中でも組織連携で取り組んでいきたいと考えてい

る。 

 

（産業労働部長） 

まず、委員の御意見の中にあった情報通信産業の関係については、先ほども少しお話を

させていただいた 4 社の中で、1 社はコールセンターに対して補助をしているような状況

にある。また、委員からお話があった、県から出掛けていって説明するより、来ていただ

くことによって県の魅力とか、実際に来ていただくような意欲を持てるような形を積極的

にせよというようなお話だったかと思う。この辺については、飛行機の場合は、空港利用

等があるので、多分和歌山県もやっているのではないか。山梨県の場合は、そちらの形よ

りは、企業立地をいかに進めるかという意味合いで、そのような形での交通補助みたいな

ものができるかどうか、せっかく意見をいただきましたので、検討したいと思っている。 

また、学生の UI ターンについては、当然積極的にやるとともに、実際にこれは工学部

の学生だけであるが、委員が長をやっている機械電子工業界等の団体からの支援もいただ

く中で、県では、一定条件を満たすと奨学金の返還について一部助成をする制度も取り入

れており、学生の UI ターンについても、これからも積極的に推進して参りたいと考えて

いる。 

 

（委員） 

やまなしエネルギービジョンがここに書かれてあるが、再生可能エネルギーとか、いろ

いろあるが、この中に木質バイオマスというのが全く書かれていない。今年、県内におい

ては明野のゴルフ場に松枯れ材をチップとして、それを燃料に熱供給をするボイラーが入

った。それと有名なほったらかし温泉という所にも林地残材を利用したチップを原料とす

る木質バイオマスのボイラーが導入された。これは山梨県の中では大きな一歩だと思う。 

どれも民間の力を推進力としてなされ、多少補助金を様々なところからいただいている

とは思うが、民間の力をベースとしてなされたことである。しかし、こういった取り組み

をベースというか、お手本にして、ほかの公共的な熱利用の所とか、民間はもちろんだが、

そういった所にもこの展開を広げていく可能性というのを秘めていると思う。そこに県の

支援がもっと必要なのではないかなと思う。先ほどのガスコージェネレーションにはすご

くお金が掛かるというようなお話であったが、それに比べたらもっと導入費用は少ないと

思うし、県内ではもうすでに木質ペレット工場も 3 箇所できており、本来ならもっと木質

ペレットの利用というのも推進されるべきであると思うが、ここのところの灯油等の価格

が低く推移していることもあって、なかなか需要が伸びていないというのが今現状だと思

う。新たなもので大きく計画するというのも必要な部分ではあるかとは思うが、今あるも

のをもっと有効利用するということ、あと今ある困りものをもっと活用するという方策を

考えていくということをやっていただけたらと思う。 

それと、若い方の UI ターンの推進であるが、ニュースを見ていても、これは全国的な

問題で、全国に競合があって、各県でもやっている中で、本当に東京に近い山梨が有利な

のかというのは、やはりどうしても思えなくて、これはもちろん努力は続けていくのだろ

うけれども難しい問題ではあると思う。一方で、せっかく戻ってきた若い方がもっと働き

やすく、もっと仕事を続けやすい環境も整えていく必要があると思う。知事が育ボス宣言

をしたと思うが、山梨はほとんどが中小企業なので、それに習えというのはなかなか難し

いかと思うが、やはりそこを進めて行く推進力としは、県の仕事を受注するような会社は、

せめて育児休暇の取得をもっと推進させるとか、そういったことをもう条件に課すぐらい

のことをやらないと進んでいかないのかなとニュースを見ていて感じる。 

皆さん、やはり資金的にも厳しくて、自分の営業をやっていくのに精一杯というような
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中小企業が多い中で、そういったところにお金を回すというのは難しいかもしれないが、

若い人たちが山梨に住んで良かったと思えるような仕組み作りをやっていっていただきた

いと思う。 

 

（委員） 

まず、一つ質問したいが、資料 2 の 16 ページの⑧の UI ターン就職の促進のところで、

東京圏の学生向けの情報提供等というところがあると思うが、そこの学校訪問でどんなこ

とをしているのかということと、出張相談 58 回のうち、何人参加しているのかということ

を教えていただきたい。 

 

（エネルギー局長） 

エネルギーの話であるが、先ほど委員からご指摘がありましたやまなしエネルギービジ

ョンについて。この中で、木質バイオマスについては、これも当然増やしていかなければ

ならないということで、2030 年の目標設定数値を、今年 12 月にも大月で大規模なバイオ

マス施設が稼働するが、現状見通せる所が今 9箇所程度。目標設定数値が 39 箇所というこ

とで、民間頼りじゃだめじゃないかと、県、市町村が関与してというご意見だと思う。材

の生産については、当然林業と絡んでくることであり、これの残渣みたいなものもあるが、

林業と連携してこういった木質のバイオマスというのを高めていかなければならないとい

うことは十分認識しているので、そういった支援策ができないのかということにつきまし

ては森林環境部とも検討して、直接的な施設整備ではないにしろ、どんなことができるの

か連携しながら検討して参りたいと思う。 

 

（産業労働部長） 

まず、委員からお話があった、山梨県内に戻って来た方々への働きやすい場所の提供と

いうお話であるが、今現在、県では、全ての会社ではないが、セミナーや説明会において、

具体的に、先ほど委員から意見があった育児休暇とか、または有給休暇の取得とか、要は

働きやすい会社にはどうすべきか、働きやすい会社にすれば、委員がおっしゃったとおり、

人材が集まりやすいということが実際に方向性としてあるので、そのようなセミナーや説

明会を、具体的に県または関係団体と一緒になって開催等に取り組んでいるところである。 

また、委員のほうから質問があった UI ターンの就職にうち、どのような形での相談と

か、県の情報提供をしているかということであるが、センターに来ていただく場合と、ま

たはそこの職員が実際に大学を回ったりして、県内の企業、特にインターンをどういうと

ころでやっているかとか、または先ほどお話があった、こういう会社ではこういう形で有

給休暇が取りやすいとか、説明をしたり、大企業ではないけれども学生さんが希望してい

る職種についてまとまった形で情報を提供したり、または SNS で発信するために登録をし

ていただくような形の案内も積極的にしている状況である。学校訪問と出張相談の中身に

ついては、少し確認をさせていただきたい。 

 

（委員） 

紙ベースで見ることが、今の学生が少なくなってきているというのは事実だと思うので、

あと大手三大就活サイトというリクナビ、マイナビ、キャリタスというのからは、今の時

期から毎日 4、5通はメールが来る状況で、それを消しちゃったとしても脳内にはリクナビ、

マイナビというのが植え付けられる状況ではあると思う。そのため、その就活サイトとか

の山梨版を作ってバンバン情報を流していけば、今の世代の情報を携帯とかパソコンとか

で見る世代にとっては、消しちゃったとしても、山梨のあのサイトから連絡が来ていたな

というのが頭の中に入っていれば、いざとなった時にそのサイトを頼れるということにな
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ると思う。紙ベースで探すと言っても莫大な量があって、自分の希望に合った職種を探す

のがとても難しいので、ネットであれば絞り込むこともできるし、もう少し気軽に就活を

山梨でできるかなと感じる。 

 

（産業労働部長） 

先ほどの学校訪問のことであるが、神奈川、千葉、東京、埼玉の、ほとんどという言い

方はおかしいが、2 年に一度は必ず回るというようなイメージで、二人の職員が大体一日

に 2校ないしは 3校という巡り方で、専門の職員は年間 200 日程度訪問している。 

出張相談については、学校以外の所で団体とか、団体ではなくて学生の、大学を卒業し

たんだけれども就職をしていない方が有楽町に相談へ来たりするが、そういう場所に行っ

たり、または他県と一緒に学校を集めてやるというような形での出張相談となる。 

また、今、委員からお話がありましたリクナビについては、今年度からリクナビに委託

してやる予定になっている。やはり若い方には今委員がおっしゃったように紙媒体よりは

ネットで見れる、またスマホで見れるということが大事であり、思った時にすぐ検索がで

きるということであるので、委託をして県内の企業の情報発信をするような形に努めたい

と考えている。 

 

（委員） 

今の委員のお話で、私は COC+の関係もやっており、ちょうど今おっしゃっていたネッ

トで県内の企業と学生をマッチングさせるためのサイトを COC+の甲府フューチャーサー

チというので作ろうとしているところ。甲府フューチャーサーチは、甲府市と共同でやっ

ており、目標は県内卒の学生と、ここに書いてある UI ターンも含めて県内に就職してい

ただこうというもので、学生の希望、学生が就職する時に新人でも積極的にプロジェクト

に加われるとか、そういう希望を持っているという学生と、じゃあ企業側でそういうのに

積極的なのか、それとも福利厚生が豊富だよというところなのかというもののアンケート

を取って、それで機械学習、ＡＩを使ってマッチングさせるというサイトを作りつつある。

そういうことがあって、私も先ほどからいろいろお話に出ているが、学生を就職させると

いうのはすごく大変だなと思っている。 

直接学生に係わっていて、工学部なので、そのお話をさせていただくと、お話の途中に

も出てたが、最近やはり景気が良く、大手企業が学生を雇用するので、学生も当然最初は

大手に行く。歴代、ずっとどの学生を見ていても、一番最初は大手に行って、そして景気

が厳しい時には大手はやはり採用を締める、かなり厳選して採るので、大手を落ちて、落

ちて、落ちて、そしてようやく他のところにもいろいろ目が向くという学生がほとんどだ

と思っている。 

そうならないために、地域産業リーダー育成支援事業とか本学でもやっていただいてい

ると思うが、じゃあそれ以外にどんな手があるかというとなかなか難しくて、その中で UI

ターンについて今年度の速報、29 年度はかなり良かったというのを伺って、ここにたくさ

ん訪問されていて、こういうのが効果として表れて、そして今年度は良かったのかなと感

じており、こういう政策もすごく有効なんだなと思った。 

また、県内就職者に支援金を出す基金を設置したということで、私の知り合いの学生も

これに申し込んだという学生がおり、これも有効だとは思うが、これもお金があるうちは

良いが、なくなった時にじゃあどうなるのというのがちょっと不安で、そういうところに

関しては将来的にどうしたら良いかという、何かこれといったものが僕もあるわけではな

いので、提言というほどではないが、将来的に、例えばこの基金というのはどれぐらいま

で予定されているとかというのはありますでしょうか。 
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（委員） 

大学繋がりで。私も卒業生を去年送り出した時に、大きい会社が山梨県にも来ていて、

福利厚生とかを見るとやはり中小との歴然とした差がある。それをやはり学生が感じ取っ

て、何か結婚しても平気そうとか、女性は特に。子どもを育てられる環境がちゃんと整っ

ているみたいとか、そういうのを売りにして、お給料がただ良いとか、労働環境が良いだ

けではなく、そういうことを大手が今言っている。多分、これはオリンピックもあること

もあり、あの辺ぐらいまでは多分持つんだろうなと。そのあとガクッと多分景気が冷え込

む予測。そこで、多分帰ってくる人が増えるのかなと。 

やはり山梨県出身の子に聞くと、やっぱり家がいい。住ませてもらえる所はある。そし

て、もしかすると自分の庭に一軒、結婚するんだったら家を建ててくれると言っていると

か、そして車はある。遊びに行くんだったらディズニーランドももう日帰りでぴょぴょん

と行けるし、やはり将来的には帰ってきたいと言っている子が結構多い。 

だから、その子たちを、先に帰ってきても同じだけの福利厚生を中小企業ができるなん

て思わないが、これだけ県民の意識調査で自然があるとか、まあ若い人たちがバス、鉄道

ばかり使うわけではなく、あの人たちはまだ車を使える世代なので、あの人たちが動いて

買い物をして、たまには原宿までお買い物に行って帰ってきて、そして子育てするのもこ

ういう環境で。先ほど委員のほうから空き家対策というのもありましたけど、全員が全員、

家の土地に家を建ててもらえる環境でなければ、その空き家をおしゃれに改装して、ネッ

ト環境でご主人は仕事をし、奥様は子どもを育てながら、そして平均レベルの生活はでき

るという、それを一つ売りにすると、これだけ充実している環境で子育てもできて、やっ

ぱり県民の数が減っていく、これをどうにか歯止めが掛かればいいのかと思いながらお話

を伺っていた。 

 

（産業労働部長） 

委員からお話をいただいた奨学金の話だが、今現在対応している制度については、32 年

までは間違いなくと申し上げられるが、将来的なものにつきましては大変申し訳ないが、

この席ではご勘弁いただければありがたい。 

また、3人の委員からありました全国との競争ということの中で、UI ターン就職をしっ

かりやっていくためには、やはりアピールする部分が今までと違って、働きやすさ、あと

は子育てというのは、確かに他の県との競争をする上で山梨県というのは自然もたくさん

あると。 

ただ、やはり問題は、教育の関係と公共交通機関というようなことではないか、と。産

業労働部ではその部分は承知をしており、様々な部局と連携する中で、改善できるところ

については連携を取って、しっかり対応していきたいと考えている。委員の皆様方にはこ

こでお願いと言ったら何ですが、ご意見を頂戴する中で新たな政策、どういう形ができる

か検討してまいりたいと思っているので、ぜひご協力のほうをよろしくお願いする。 

 

（総合政策部長） 

ご意見感謝する。繰り返しとなって恐縮であるが、後藤知事から私ども何度も口をすっ

ぱく言われているのは連携という言葉。これまでの部局、縦割りということではなく、連

携して取り組めという指示をいただいている。今委員のお二人からお話があったことにつ

いては、人口問題ということだけでなく、例えば福祉部門で取り組んでいる子育て施策で、

市町村の協力を得ながら、第 2 子 3 歳未満児の保育料無料化だとか、そういったものも全

て山梨に住んでいて良かったと。今の瞬間風速でいいということではなくて、長い目で見

て山梨に住んでいて良かったと思っていただくような施策に取り組んでいく必要がある。

これは繰り返しであるが、自分たちの部局だけの施策だけを担っていてはできないことで、
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全て横が繋がっているんだという意識を、これまで以上にわれわれは持つべきであり、そ

れは県だけではなく当然市町村の皆様方も一緒になってやっていく。ひいては民間の皆様

とも一緒にお力をいただきながらやっていくということであるので、まさにこれも知事が

よく言っているオール山梨で取り組むということで、これからもまたご指導、ご協力を賜

りたいと考えている。 

 

（委員） 

行政対行政なので、なかなか言いづらい部分もあるが、まさに市町村も今総合政策部長

がおっしゃったように、できることを全てやろうということで政策を総動員している。全

国でやってないことをやろうと、あるいはいいと思ったことは全て真似しようというよう

なことを一生懸命やっており、ただ今おっしゃられたように、例えば甲府市が 200 人減っ

て、昭和町が 100 人増えて、中央市が 50 人減って、どこどこが 30 人増えたなんていうこ

とをもう言っている場合じゃなくて、まさに連携をして、そこのカスガイ役としてぜひ県

の皆様方にはさらに連携を強化していただきたいと思う。 

ちょっと 2点だけ感想と質問をさせていただき、意見を申し上げたいと思う。 

コージェネレーションシステムについては、この 8千キロの実績というのはどこか。 

 

（エネルギー局長） 

県内各所の小規模なものをまとめた数字。 

 

（委員） 

まとめた数字で、少し上向いて 8,400 とか 500 になっているということか。 

 

（エネルギー局長） 

そのとおり。 

 

（委員） 

なかなか知事の思いがこれはすごく強いと思って期待をしていたが、誤解を恐れずに言

うと、やはり計画停電、あの東日本の大震災、ああいったようなショッキングなことがあ

って、このような大転換になるのではないかなという思いがあった。これが日常的な中で

委員が集約されるああいった大きな団体とか、工業界とか、そういったところが本当にそ

の気にならないと、効率的な、こういった大きいエネルギーの生み出しは難しいのではな

いかと思ったり、木質バイオマスについて、県が全体をまとめてやっていくというのはも

う非常に困難なことで、先ほどもエネルギー局長からは森林環境部と、という話があった

けれども、継続してがんばってもらっている。 

市町村もできると思ってやったら、非常に厳しかったり、それでもできるところでやっ

ていこうとか、地域資源を活用して持続可能なエネルギーをつなげていこうというような

ことをやっているので、ぜひこういう基幹産業あるいは県全体という形ではなくても、森

林環境部あるいは総合政策部でいろいろなご協力をいただければありがたいと思う。 

先ほどお話があったが、ここのところ非常に有効求人倍率もよくて、雇用環境も変化を

してきたと思うのだが、そういった中でこの部会と言うか、県の方は、少しその変化した

環境に合わせた支援のやり方も変えていかなければならないと思っている。 

市町村も、各市町村がマッチングの機会を多く作ろうと就職懇談会、面談会をやり始め

た。先ほど大手から何回もの段階を経て、中小へという話もあったが、公務員も同様で、

国、県、そして自分の生まれ故郷のふるさとの市、そして最後に大学のある市というよう

な形で、そういった傾向もある。そういったところを捉えて、有効な雇用創出の支援を考
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えていただければありがたい、そういう意見交換もできればありがたいと思っている。 

もう一つは、様々な環境変化、すごい時代の流れが速くて、環境変化が起こっているの

で、例えばこの部門の中で、今、中小企業の振興とかマッチング支援、雇用の創出のこと

を話しているが、それを一括りにして大きな政策として、例えば雇用環境は良くなってき

たけれども、電子機械部分は良くなってきたけれども、非常に増えている福祉とか介護関

係がすごく悪くなっているとか、そういったところを統合して、うまくマッチングができ

るようなことを一歩進めて考えていただければありがたいと思っている。 

例えば一昔前は、県では建設業対策支援室とか、そういった本当に具体的な対策の課と

か室を持って、その時の環境に合わせた対策をされていたと思うので、非常に有効求人倍

率が上がってきたけれども、偏りがあるといったような状況に即した、そういった対策を

是非していただければありがたいと思っている。 

それと少し長くて申し訳ないが、県民意識調査の結果で、やはり公共交通が非常に充実

してほしいという結果が、大きく顕著に出ている。これはもう 10 年後、リニア新時代に向

けて、リニアが本当に公共交通、移動距離を、時間距離を圧倒的に短くするわけで、リニ

アで圧倒的に短い時間で山梨県に来た人たちが、ここで非常に不便を感じる。あるいは県

民が公共交通機関、例えば免許を返納したり、あるいは超高齢地域社会であるので、そう

いった時に安全に移動を担保してもらえるということも、これ私は実は前も申し上げたが、

基幹産業分野で取り組める部分がいっぱいあると思う。例えば AI にしても、公共交通の中

に自動運転を取り入れていくとか、人の移動というのはやはり非常に大きな暮らしの中の

キーワードだと思うので、部門として取り組めればぜひお願いをしたいなと思っている。

県民の希望ということは、よく分かったし、外から訪れる方々が非常に訪れやすくなると

思ったので、繰り返しになるが、意見として申し上げさせていただきたいと思う。 

 

（委員） 

私は県民意識調査の速報が出て、結構評価としては、先ほど委員が言われる交通の不便

というのを除けば、まあ満足しているほうへ傾いている。それと同時に、委員が言われる

ように、全国でも 14 番ということ、住みやすさと言うか、幸福度。それで UI ターンをし

て、山梨県に住んでこういう回答をしている人と、首都圏、東京中心とする首都圏にいて

山梨をどう見るかというのは全く別のものだと私は思っている。 

だからそこに、もしどういう変化を与えるかということになると、もっと山梨の良さと

いうのを、特出する必要があるんだと思う。全てを含めた首都圏で住んだ生活の環境と、

山梨にもし U ターン、I ターンした場合にどうなるかというところを、もっとその人の感

じ方というか、そこを山梨に引っ張れるような魅力というのをもっと出した形のものと比

べないと、これだけ出してもあまり影響がないのではないと思うんですよね。その辺をど

のように考えているのか。 

 

（総合政策部長） 

県民の方々には高いご評価をいただいているが、それが県外にしっかり伝わっているの

かと、伝えるべきではないかというようなご意見であったと思う。例えば、子育て環境と

の面では、去年は産前産後ケアセンターの設立、今年は病児、病後児保育で、全国知事会

の人口部門で一位の優秀施策という形で評価をいただいている。そのほかにも小児救急医

療が全県でカバーできるようになっていることもあり、手前味噌と笑われるかもしれない

が、子育て環境について言えば、全国でもトップレベルを走っているんだろうと私どもは

思っている。 

これは、当然その市町村の皆さん方のお力添えがあってできている施策であるが、県内

の方はそれほど子育て環境がいいんだということについては、まだ十分周知されていない
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部分があるだろうと思っているので、そこは私どもの力不足、努力不足であろうと思って

いる。 

これは、県内の方々に、その子育て環境のみならず、産業界においても、それぞれの企

業で世界的な業績を上げている企業もたくさんあるので、こういった山梨の魅力をいろい

ろな分野で感じていただける、例えば県内高校生、県内大学生あるいは今ご指摘のあった

とおり首都圏の方々にも分かりやすく、その魅力が伝わるような努力をしていく必要があ

ると思っている。 

今年も、並行して取り組み検討していく考えであるが、これは多聞不断にやっていくべ

き話であり、県外の方々に知っていただくことが、先ほど指摘もあったように、SNS 等で

県外に伝わるので、いろいろな形で、いろいろな方々に、いろいろな機会を通じて伝えて

いくということと、われわれの施策を磨き上げていくということを同時に行っていく必要

があるんだろうと思っている。 

委員からお話のあった時代の流れにキャッチアップした対応であるが、委員もご存知だ

と思うが、行政の組織というのが柔軟に動けない部分が少々あるわけだが、できる限り、

その時代の流れをウォッチして、乗り遅れないように、先を見越した対応も必要であると

いうことは重々認識しているので、そこをどういった形でカバーできるのか、検討してい

きたいと思っている。 

 

（産業労働部長） 

委員からお話をいただいた、いろいろな環境が変わる中での対応という中の一つである

が、県としてはインターンシップの制度を、企業の皆様とお話をしていく中で、前は 3 日

とか 1週間とかという場合もあったが、人によってはそんなに時間が割けないという方と、

逆にもっと長くインターンシップをやってみたいという学生の需要と供給のバランスが非

常に難しく、その辺を企業の皆様とも話をする中で、やはりインターンシップをやってい

ただいた学生というのは、そこへ定着するのが非常に高くなっており、その辺はやはり会

社の雰囲気とか、または自分の同僚となる人、または先輩になる人がどういう人がいるの

か、または実際にインターンシップすることによって、そこの会社での有休とか、それ以

外の部分も先輩の方々のお話も伺えるということで、規模は小さくでも自分に合った会社

を見つけるには非常にいい機会であるというお話をたくさん伺っており、やはりそのよう

なことを各企業の皆様にお願いをしたり、制度としてできるかどうかを今考えている。 

また就職説明会においては、当然首都圏でやっているが、先ほどお話があったとおり、

リクナビなどを使うとともに、実際にその説明会をやっていた期日をもっと前倒ししない

と学生が集まらないということが、今年度よく分かったので、4 月に入ってすぐできるよ

うに、旧年度のうちから準備を進めて、なるべく早い機会に就職説明会を開催するという

ことで、来年度の準備をしているところ。 

 

（委員） 

私がこの総計審の全体の会長をしているので、そういう視点から物事を見てしまうため、

若干この基幹産業に特化した話ではなくなるのかもしれないが、ご容赦いただきたい。 

県民意識調査を少し拝見したが、当然意識調査の中では満足度を調査する問 1 と問 2。

それから問 3 以降が、それぞれの個別の質問項目について、いいものを 3 つ選びなさい、

悪いものを 3つ選びなさいみたいな、そういう問い方をしている。できればこの問 1、問 2

の満足度調査と、それから問 3 以降の個別のものをきちっとリンクさせて、例えば満足度

が低いのは、これこれこういう理由だというところをできるだけ分かりやすくまとめてい

ただきたい。それが一つ。 

そして、当然そうするといいところ、悪いところが出てくる。いいところを促進して、
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悪いところを改善する、これは当然のことであるが、全てに同じ力を注ぐというのは、極

めて非効率だと思う。山梨にとってまず何が必要なのかという、そういう視点で優先順位

を付けていって、その結果、山梨はこういう県ですという全体像を大きく打ち出すことが

必要のような気がする。 

ちょっと話が横道にそれて恐縮であるが、この間、土曜日、日曜日と香川県に行ってき

た。高松からフェリーで 40 分ほどの直島という島に行ったのだが、人口 3千人の島に毎年

50 万人のお客さんが来る。そのうちの 40 パーセントが欧米人。実際、私が行った時も会

う人、会う人みんな欧米人。韓国の人とか中国の方ってあまりいない。ここはどういうこ

とをやったかと言うと、島全体を芸術、アートの街にしている。しかも、それも結構、そ

のアートを企画している人たちの思うようにやっている。お客さんのためではなくて、ア

ートをそこで見せてくれている人たちの方に主導権がある。でも、それがかえって評判を

呼んで、お客さんがたくさん来るようになっているという、そういう例がある。 

これは直接、今回の話と結び付くかどうか分からないが、いずれにしろ目玉になるもの、

そういうものをどんと打ち出すことによって、山梨らしさ、山梨ならではがより強調でき

るような気がする。せっかくこれだけ詳細な意識調査をしているので、その中からぜひ山

梨の良さを強調できるものを優先順位を付けて選んでいっていただければと思う。 

 

（総合政策部長） 

まず、アンケート調査であるが、今、集計をして数字を取りまとめた段階で、今後、こ

の内容を、具体的に満足されている方はどういったところで満足されているという傾向に

あるのかというようなことも含め、年齢別や性別、地域的なものはどうかなど合わせて詳

細に分析をしていきたいと考えている。 

 

（委員） 

意見、質問の時間はこれで終了したいと思う。冒頭委員がご指摘されたように、総合計

画という、5 箇年の計画であるが、やはり中長期的な視点の中にそれをどう位置付けるの

かというのは非常に重要な視点だと思っている。ぜひその点も含めて今後施策を展開して

いってもらいたいと思う。 

また、10 年後にリニアが通るということで、山梨県がこれまでの首都圏から都市圏、新

しい言葉で通勤圏になるという話も聞いており、昨日の県立大学と山梨経済同友会が共催

した、社会人のためのリカレント講座では、5、60 名参加があったが、その中で山梨県の

人口は 100 万人になると思う人も半分くらいいた。リニアを含めて、新しい都市圏施策の

中で、山梨県がイニシアチブを取るというようなお話があったこともあり、その意味では

非常に明るい未来を感じた。 

 

（委員） 

一言。昨日たまたま私は用事があって水戸に行ってきた。水戸は衰退している、県都で

ありながら、筑波にどんどん人が動いている。要するにいろいろな政策と新しい若者に対

する立地がいっぱいあるから、人口の流動化がどんどん始まってしまう。そこに新しい産

業が。水戸というと元々日立のお膝元なので、いろんな産業がいっぱいあって、私もそこ

に行ったんだけれども、もうどんどん引っ張られている。向こうへ研究開発とか、そうい

ったものが行く。それが行くと、今度生産もその近くへ出る。聞いていて、同じ一帯の地

域であってもそれだけの流動化が、ボーダーレス化ということ。これはどんどん、山梨だ

って首都圏と比べてボーダーレス化に、おそらくリニアになった場合にはどんどん通勤可

能なので。どっちに行くか分からないような。そこを想定しないといけないと思う。 
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（委員） 

先週の金曜日にワイフと二人で、甲府で山梨のワインを浴びるほど飲んでやろうと思っ

てホテルをとってやってきた。ホテルを出てビストロに行く途中で、横丁が幾つもあって、

それが面白い。新宿の横丁とも横浜の下町とも違うし、それからもちろん門仲みたいな東

京の横丁とも違う。独特のしっとり感と奥行きがある。委員もおっしゃった今あるもので

喧嘩せざるを得ないのであれば、もう今あるものにもっとどんどん注目をして、確か委員

がおっしゃったと思うが、呼ぶことから始めるというのは良い方法ではないかと思う。 

 

以上 

 

 

（２） その他 

   総合計画審議会の今年度の審議スケジュールについて、事務局から説明した。 

 

 

８ 追加意見 

 部会後、提出された意見なし 

 

 

 


